
  

 

第２回 江戸川区男女共同参画推進区民会議 次第 

 

平成28年10月28日（金）午前10時 

江戸川区役所 4階 第 1委員会室 

１．開会 

  

２．会長挨拶 

  

３．重点目標２ 

「男女共同参画への理解を深め幅広く活躍できるまち」について 

 

  （１）江戸川区の現状 資料① 

 

  （２）各委員からの意見 

 

４．重点目標３ 

「男女問わず誰もが尊重され安心して暮らせるまち」について 

 

  （１）江戸川区の現状 資料② 

 

  （２）各委員からの意見 

 

５．その他 
 

・今後のスケジュール  資料③ 
 
６．閉会 

 
 
《配付資料等》 
①江戸川区の現状 

～重点目標２男女共同参画への理解を深め幅広く活躍できるまち～ 
②江戸川区の現状 

～重点目標３男女問わず誰もが尊重され安心して暮らせるまち～ 
③計画策定スケジュール 
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性的マイノリティ（性的少数者） 

江戸川区の現状 
～重点目標２ 男女共同参画への理解を深め幅広く活躍できるまち～ 

１ 男女共同の理解促進と教育の充実 

（１）各分野における「男女の地位の平等感」について 

○「男女の地位の平等感」に関する調査では、“男女が平等”と感じる割合が高いのは「学校

教育の場」となっている一方、“男性が優遇されている”と感じる 割合は、「政治」「社会

通念・習慣・しきたり」「職場」といった分野で高く、「全体」でも約６割が“男性優遇”

という認識を持っています。（P.4 東京都「男女平等参画に関する世論調査」） 

【「男性優遇」の割合が高い分野】 

順位   分野名               男性優遇と感じる割合 

１    政治                  74.6% 

２    社会通念・習慣・しきたり        68.7% 

３    職場                  62.7% 

４    家庭生活                44.0% 

５    法律や制度               43.6% 

６    自治会やＮＰＯなどの地域活動の場    26.2% 

７    学校教育                10.8% 

 

（２）固定的性差別役割分担意識や性差に関する偏見 

①固定的性差別役割分担意識について 

固定的性差別役割分担意識とは、「男は仕事・女は家庭」「男性は主要な業務・女

性は補助的業務」等のように、男性、女性という性別を理由に役割を固定的に分ける

考え方のことを言います。 

○「女性の人権が尊重されていないと感じる点」についての調査では、52％が「男女の固定的

な性別役割分担意識を押しつけること」と回答し、高い数値となっている。 

(P.5 東京都「男女平等に関する世論調査」) 

 

②性差について 

性差とは、男女の性別による身体的（生物学的）な違いだけでなく、社会通念や慣

習により形成された社会的性別なども意味します。お互いの性差を理解し、認め合い

共に社会を形成していくことが、男女共同参画社会には必要です。この性差について

は、性的マイノリティ（LGBT）への理解を広めることも必要です。   

 

 

 

 

 

○性的マイノリティ（LGBT）に対する人権について、約５割が“尊重されていない”と回答し

ている。(P.6 東京都「人権に関する世論調査」) 

 

性的指向（同性愛者・両性愛者）

性同一性障害（生物学的性と心の性が一致しない状態にある人）…トランスジェンダー（Ｔ） 

同性愛者 

両性愛者…バイセクシュアル（Ｂ） 

女性の同性愛者…レズビアン（Ｌ） 

男性の同性愛者…ゲイ（Ｇ） 
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２ 地域活動への男女共同参画による活性化 

（１）地域活動等への参画状況 

○本区の審議会における女性委員比率は、平成23年20.2%→平成27年23.3％と、増加傾向に

ある。(P.7 江戸川区データ) 

○各分野ごとの「男女の地位の平等感」に関する調査では、「自治会やＮＰＯなどの地域活動

の場」においては46.2%が“平等”と感じている。  

(P.4 （再掲）東京都「男女平等参画に関する世論調査」) 

◯社会活動・地域活動に“参加している”と答えた男性は 29.6％で、女性の 40.5%と比較する

と参加率が低い。 (P.7 東京都「男女平等参画に関する世論調査」) 

○一方、社会活動・地域活動に“参加したいができていない”最大の理由は、男性の６割が「仕

事が忙しいから」、女性の３割が「家事や育児・介護などが忙しいから」である。 

(P.8 東京都「男女平等参画に関する世論調査」) 

 

 

 

○地域の防災訓練への参加率は全体で約２割であり、若い世代を中心に参加率が低くなってい

る。（P.9 江戸川区「世論調査」） 

○本区の女性の防災会議委員は全体の8.7%である。（P.10 江戸川区「防災会議委員名簿」） 

 

○災害時に起きると思う人権問題について、「避難生活でプライバシーが守られないこと」が

最も高く 52.8%、次いで「要支援者（障害者・高齢者・乳幼児・妊産婦等）に対して、十分

な配慮が行き届かないこと」が 51.6%となっている。その他にも、「女性や子育て家庭への

十分な配慮が行き届かないこと」が19.3%と回答されている。 

(P.10 東京都「人権に関する世論調査」) 
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江戸川区の現状 
～重点目標２ 男女共同参画への理解を深め幅広く活躍できるまち～ 

 

 【資料編】 
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（１） 各分野における男女の地位の平等感 

「職場」「社会通念・習慣・しきたり」「政治」 の分野で、“男性の方が非常に優遇されてい

る”と“どちらかといえば男性の方が優遇されている”をあわせた“男性優遇”の割合が５割を超

えています。「家庭生活」「法律や制度」の分野では、４割を超える人が“男性優遇”と感じてい

ます。 

【各分野における男女の地位の平等感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成 27年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =1,821

家庭生活

学校教育

自治会やNPOなどの
地域活動の場

職場

社会通念・習慣・しきたりなど

政治

法律や制度

全体として 7.8

10.2

30.3

16.3

15.5

4.0

1.0

6.8

52.6

33.4

44.3

52.4

47.2

22.2

9.8

37.2 40.4

76.3

46.2

22.9

21.0

16.8

40.0

29.2

7.4

2.6

6.1

4.6

2.7

1.2

5.1

3.1

1.4

0.5

0.7

1.2

0.4

0.3

1.2

0.4

6.9

9.7

20.8

8.7

7.2

7.2

10.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている
わからない
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（２） 固定的性差別分担意識や性差に関する偏見 

① 固定的性差別分担意識 

「女性の人権が尊重されていないと感じる点」についての回答は、「職場における差別

待遇（採用・昇格・賃金など）」が56％でトップ（平成11年より９ポイント減少）、「男

女の固定的な性別役割分担意識（『男は仕事、女は家庭』など）を押しつけること」52％、

「職場や学校などにおけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」28％が続き

ます。 

【女性の人権が尊重されていないと感じる点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「男女平等に関する世論調査」（平成 23年） 

 

N = 1,892 ％

職場における差別待遇（採
用・昇格・賃金など）

男女の固定的な性別役割分
担意識（「男は仕事、女は家
庭」など）を押しつけること

職場や学校などにおけるセク
シュアル・ハラスメント（性的
いやがらせ）

買春・売春（いわゆる「援助交
際」を含む）

配偶者や交際相手からの
暴力

女性の働く風俗営業

その他

特にない

わからない 6.1

8.8

1.4

15.0

18.1

18.2

27.8

51.8

55.7

0 20 40 60 80
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② 性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）に関する人権 

性的指向に関する人権について、 “尊重されていない” “あまり尊重されていない”の割

合は50.4％、また、性同一性障害に関する人権については、46.9％となっています。 

【性的指向（同性愛・両性愛等）に関する人権について】 

 

 

 

【性同一性障害（生物学的性と心の性が一致しない状態にある人）に関する人権について】 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「人権に関する世論調査」（平成 26年） 

N =

1,573 19.2 34.7 15.7

2.0

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尊重されている ある程度尊重されている あまり尊重されていない

尊重されていない わからない

N =

1,573 23.6 33.0 13.9

2.8

26.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３） 地域活動への男女共同参画状況 

① 審議会女性委員比率 

本区の審議会における女性委員の比率は、年々増加傾向にあり、平成 27年で女性委員数は

189人、女性委員比率は23.3％となっています。 
 

【審議会における女性委員比率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江戸川区データ（平成27年） 

 

 

 

② 社会活動・地域活動への参加状況 

社会活動・地域活動への参加状況の調査結果をみると、女性では「参加している」は40.5％

で、男性は29.6%となっています。また、「参加するつもりがない」の回答は、男性の方が女

性より8.8ポイント高くなっています。 

 

【社会活動・地域活動への参加状況】 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成27年） 
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男性 891

女性 930 40.5

29.6

29.1

30.9

30.0

38.8 0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加したいができていない

参加するつもりがない 無回答



8 

 

③ 社会活動・地域活動に参加できていない理由 

「仕事が忙しいから」が男女とも最も高く、男性で 63.3％、女性で 38.4％となっています。

女性で「家事や育児・介護などが忙しいから」が28.4％と男性に比べ高くなっています。 

【社会活動・地域活動に参加できていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成27年） 

 

 

％

仕事が忙しいから

参加方法がわからない、きっ
かけがないから

どのような活動があるかわか
らないから

家事や育児・介護などが忙し
いから

経済的余裕がないから

一緒に活動する仲間がいな
いから

参加したいと思う活動がないから

近くに活動の場がないから

家族の理解や協力がないか
ら

その他

無回答

11.1

0.4

63.3

26.9

22.5

12.0

17.8

17.5

10.5

10.9

1.1

6.5

0.7

38.4

26.9

19.2

28.4

16.6

9.2

9.2

7.7

1.8

0 20 40 60 80

女性(N = 271)

男性(N = 275)
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（４） 災害時における男女共同参画 

 ① 区民の防災訓練への参加状況 

全体では、防災訓練に参加したことがある人は約２割程度にとどまっています。性別では、女性全

体の参加率が男性より4ポイント高い数値になっています。男性、女性共に、60歳以上からの参加率

が約３割以上ですが、20歳～39歳の年代では、男女共に低い数値となっています。※18・19歳は回

答者が少ないため参考資料とします。 

 

【町会・自治会などが実施する防災訓練に参加したことがある・性・年齢別】（江戸川区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成26年度江戸川区世論調査 

N =

全体 1,512

男性 737

女性 775

男性　18・19歳 18

　　　　20～29歳 96

　　　　30～39歳 128

　　　　40～49歳 171

　　　　50～59歳 102

　　　　60～64歳 63

　　　　65～69歳 61

　　　　70～74歳 50

　　　　75歳以上 48

女性　18・19歳 13

　　　　20～29歳 98

　　　　30～39歳 129

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 122

　　　　60～64歳 60

　　　　65～69歳 66

　　　　70～74歳 69

　　　　75歳以上 52

21.8

19.7

23.7

33.3

12.5

5.5

17.5

18.6

28.6

32.8

36.0

31.3

7.7

10.2

14.0

24.1

23.8

36.7

36.4

30.4

36.5

64.0

66.7

92.3

89.8

86.0

75.9

76.2

63.3

59.1

66.7

61.5

4.5

67.2

71.4

81.4

81.3

94.5

86.5

66.7

75.5

79.8

77.6

1.9

2.9

2.1

1.2

1.0

0.8

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答 
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②江戸川区防災会議委員の男女比率【２８年度】 

 女性委員 男性委員 計 

東京都 
人数 3人 62人 65人 

割合 4.6％ 95.3％ 100％ 

江戸川区 
人数 6人 63人 69人 

割合 8.7％ 91.3％ 100％ 

資料：平成28年2月現在 東京都防災会議委員名簿 

平成28年度江戸川区防災会議委員名簿 

 

③災害時に起きると思う人権問題 

災害時に起きると思う人権問題について、「避難生活でプライバシーが守られないこと」が最も

高く 52.8％、次いで「要支援者（障害者・高齢者・乳幼児・妊産婦等）に対して、十分な配慮が

行き届かないこと」が51.6％となっています。 

 

災害時に起きると思う人権問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都「人権に関する世論調査」（平成 26年） 

 

N = 1,573 ％

避難生活でプライバシーが守
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要支援者（障害者・高齢者・
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避難生活の長期化によるスト
レスに伴う嫌がらせやいさか
いが生じること

デマ・風評などによる差別的
な言動が起きること

支援や被災状況などの必要
な情報が行き届かないこと

女性や子育て家庭への十分
な配慮が行き届かないこと

その他

特にない

わからない
4.2

0.7

1.1

19.3

40.2

40.2

42.8

51.6

52.8
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江戸川区の現状 
～重点目標３ 男女問わず誰もが尊重され安心して暮らせるまち～ 

１ 生涯を通じた健康支援 
 

男女が互いの身体的性差を十分に理解し合い、尊重することは、男女共同参画社会の形成に当た

っての前提といえます。特に女性は妊娠・出産や女性特有の更年期疾患を経験する可能性があるな

ど、生涯を通じて男女が異なる健康上の問題に直面することに留意する必要があります。身体的、

精神的な変化、異性に対する理解をお互い深めると同時に、いつまでも健康で生き生きとした生涯

を送れるよう、健康づくりの取り組みが必要です。 

    

○65 歳の「平均寿命」と「健康寿命」の差である「要支援期間」は、女性で 5.2 年、男性で 2.4 年

である。(P.5 江戸川区「今後の区政における主要課題」) 

○本区の主要死因は悪性新生物(がん)、心疾患(心臓病)、脳血管疾患(脳卒中)の順で死因の過半数

を占めている。(P.5 厚生労働省「平成 26 年人口動態統計（確定数）の概況」) 

○がん検診の受診率について、前立腺がんについては２割、乳がん・子宮頸がんは２割に満たない

受診率である。(P.6 江戸川区データ) 

○国の第４次男女共同参画基本計画では、「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」（性と生殖に関する

健康と権利）の視点のもと、男女が性の知識を正しく身に付け、お互いの人権を尊重し、思いや

りを持って生きていくことが提唱されている。 

 

 

 

【リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）】 
平成６年の国際人口・開発会議において提唱された概念。全てのカップルと個人が自分た

ちの子どもの数、出産間隔、並びに出産する時を責任をもって自由に決定でき、そのための

情報と手段を得ることができるという基本的権利、並びに最高水準の性に関する健康及びリ

プロダクティブ・ヘルス（人々が身体的・精神的・社会的に安全で満ち足りた性生活を営む

ことができる完全に良好な状態）を得る権利。 
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２ すべての暴力の根絶 
 

（１）配偶者暴力被害 

 

      配偶者暴力防止法が定める「配偶者」には同居している婚姻届を出していないいわゆ

る「事実婚」や離婚後も引き続き暴力を受けている場合も含みます。 

 

○配偶者からの暴力の相談件数は年々増加しており、相談者のうちの９割以上は女性である。

(P.7 警視庁「配偶者からの暴力事案の概況」) 

○配偶者や交際相手との間における暴力について、「どんな場合でも暴力にあたると思う」と感

じる人のポイントが、各暴力行為の項目で増加しており、平均で 5.8 ポイント増加となってい

る。暴力に対する認識が５年間で変化していることがわかる。 

(P.8～9 東京都「男女平等参画に関する世論調査」) 

○配偶者や交際相手から暴力を受けたときに「相談できる機関があることを知らない」と回答し

た割合が４割となっている。(P.10 東京都「男女平等参画に関する世論調査」) 

 

 

 

   （２）デートＤＶ、ストーカー事案などすべての暴力被害 

 

デートＤＶとは、結婚前の恋人間の暴力のことで、身体的、精神的、性的な暴力が含ま

れます。暴力はだんだんエスカレートし、ストーカー行為や暴行傷害に繋がることもあり

ます。都の調査では、配偶者暴力の相談に来た被害者の５人に１人が結婚前から暴力を受

けています。 

○若年者において、交際相手等における暴力（デートＤＶ）の認識が、学習機会が少ないほど低

く、被害を受けた時、相談をした人は５割に満たない。 

(P.11～13 東京都「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」) 

○警視庁の調査によると、ストーカー行為等の相談件数は年々増加傾向にある。 

(P.14 警視庁「ストーカー事案の概況」) 
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３ 困難を抱えた人たちへの支援 

 

（１）ひとり親の就業・生活の安定を通じた自立 

    

児童育成手当とは離婚・死亡・遺棄などの理由で、父親もしくは母親と生計を同じくして

いない父子・母子世帯等の児童の福祉の増進を図るために設けられた手当です。 

 

○本区の児童育成手当受給世帯の内、母子家庭は 94.8%である。（P.15 江戸川区データ） 

 

   ○ひとり親家庭の主要統計データによると、母子世帯のうち、約５割がパート・アルバイトとして

就業している。また、母子世帯の母親自身の平均年間就労年収は、父子世帯の半分である。 

(P.15 厚生労働省「ひとり親家庭の支援について」) 

 

    ○「ひとり親世帯の子どもの悩みの内容」について調査したところ、母子世帯、父子世帯共に「教

育・進学」が最も多く、次いで「しつけ」となっている。 

(P.16 厚生労働省「ひとり親家庭の支援について」) 

      

 

 
 

   

（２）熟年者等の生活の安定問題 

     

○75 歳以上の熟年者のうち約 17.1%がひとり暮らしをしており、そのうち 72.5%が「女性」である。

(P.17 江戸川区社会福祉協議会「平成 27 年度 ひとり暮らし熟年者調査」) 
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江戸川区の現状 
～重点目標３ 男女問わず誰もが尊重され安心して暮らせるまち～ 

 

【資料編】 
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（１） 江戸川区の健康に関する状況 
 

① 江戸川区の健康寿命 

 

    本区の「平均寿命」と「健康寿命」の差である「要支援期間」は、女性で 5.2 年、男性

で 2.4 年で、いずれも東京都の要支援期間より短くなっています。この要支援期間が短い

ほど、自立した健康な期間を長く保てるといえます。 

 

【65 歳健康寿命】 

 平均寿命（Ａ） 健康寿命（Ｂ） 
要支援期間 

（Ａ－Ｂ） 

東京都 
女性 88.9歳 82.6歳 6.3年 

男性 83.9歳 80.8歳 3.1年 

江戸川区 
女性 88.0歳 82.8歳 5.2年 

男性 83.0歳 80.6歳 2.4年 

平均寿命…65 歳+65 歳平均余命（厚生労働省 2010 年簡易生命表） 

健康寿命…65 歳の人が要支援 1に至るまでの年齢（2010 年都算出） 

                    資料：江戸川区「今後の区政における主要課題」                    

 

 

 

② 平成 26 年の死因について（江戸川区） 

 

江戸川区の主要死因は悪性新生物(がん)、心疾患(心臓病)、脳血管疾患(脳卒中)の順で

死因の過半数を占めている。 

 

江戸川区の主要死亡原因 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他の生活習慣病」に腎不全、慢性閉塞性肺疾患、糖尿病、高血圧系疾患を含む 

 
資料：厚生労働省「平成 26 年人口動態統計（確定数）の概況」 

肺炎
7.5% 脳血管疾患

8.6%

心疾患
15.4%

その他生活習慣病
5.2%

自殺
2.5%

その他
21.9%

不慮の事故
2.6%

老衰
4.4%

悪性新生物
31.9%
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③がん検診科目別受診率（過去５年）江戸川区 

 

種別  
平成 

23 年度 
平成 

24 年度 
平成 

25 年度 
平成 

26 年度 
平成 

27 年度 

胃がん 受診率 6.9% 7.1% 7.6% 7.4% 7.9% 

乳がん 
受診率 11.2% 11.4% 11.5% 13.7% 15.2% 

がん検診推進事業（※1） 23.2% 20.0% 20.2% 13.0% 13.6% 

子宮頸がん 
受診率 9.4% 8.8% 9.1% 9.9% 8.7% 

がん検診推進事業（※1） 18.8% 19.8% 18.4% 10.8% 13.5% 

肺がん 受診率 11.8% 11.9% 11.0% 10.4% 11.1% 

大腸がん 
受診率 5.8% 6.6% 6.8% 7.3% 8.7% 

がん検診推進事業（※1） 8.4% 8.4% 8.1% 8.0% 9.0% 

前立腺がん 受診率 26.8% 26.8% 24.9% 23.4% 21.0% 

口腔がん（※2） 受診率 - - - - 0.6% 

※1 平成 21 年度より厚生労働省事業として「がん検診推進事業」（クーポン券事業）を実施 

   ◇「がん検診推進事業」（27 年度）における受診対象者 

 ・乳がん検診…過去５年度未受診で 40・42・45・47・50・52・55・57・60 歳の区民の女性 

 ・子宮がん検診…過去５年度未受診で 20・22・25・27・30・32・35・37・40 歳の区民の女性 

   ・大腸がん検診（23 年度より追加）…40・45・50・55・60 歳の区民の男女 

※2 平成 27 年度より「口腔がん検診」を実施 

   ◆以下の各種がん検診は対象の方であれば年（4 月～翌年 3 月）1 回、（子宮頸がん、乳がんマンモグラ

フィ検査、口腔がん検診は 2 年に 1 回）受診可【無料】 

   ・胃がん健診…30 歳以上の区民の方       ・乳がん検診…30 歳以上の女性の区民の方 

   ・子宮頸がん検診…20 歳以上の女性の区民の方  ・大腸がん検診…40 歳以上の区民の方 

 ・前立腺がん検診…当該年度に 60・65・70 歳の誕生日を迎える男性の区民の方 

   ・口腔がん検診…40 歳以上の区民の方 

 
                            資料：江戸川区データ（平成 27 年） 
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（２） 暴力等に関する状況 
 

①配偶者からの暴力に関する相談者の男女比と年代 

 

配偶者からの暴力に関する相談者件数は年々増加傾向にあり、男女比をみると、女性の

割合が高い傾向が続いています。平成 27年には相談者全体の 91.5％を占めています。ま

た、相談者の年代をみると、30～39 歳の割合が最も高い傾向が続いており、平成 27 年に

は全体の 31.5％を占めています。 

 

【配偶者からの暴力の相談者の男女比】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：配偶者からの暴力事案の概況（警視庁） 

 

【配偶者からの暴力に関する相談者の年代】 

 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

19 歳以下 6 人 16 人 20 人 56 人 80 人 

20～29 歳 412 人 449 人 477 人 953 人 1,225 人 

30～39 歳 825 人 1,003 人 1,000 人 1,401 人 1,567 人 

40～49 歳 669 人 822 人 854 人 1,053 人 1,218 人 

50～59 歳 214 人 259 人 251 人 356 人 519 人 

60～69 歳 153 人 162 人 140 人 180 人 210 人 

70 歳以上 60 人 90 人 73 人 102 人 148 人 

不明 3 人 4 人 6 人 6 人 4 人 

資料：配偶者からの暴力事案の概況（警視庁） 

 

 

 

 

2,7422,751
2,306

3,926

4,550

421
181795436

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

(人)

女性 男性
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②配偶者や交際相手との間における暴力の感覚－前回調査（平成 22 年）との比較 

 

前回調査との比較でみると、いずれの項目でも「どんな場合でも暴力にあたると思う」

のポイントが増加しています。暴力に対する感覚が５年間で変化しているのが分かりま

す。 

 

【平成27年 配偶者や交際相手との間における暴力の感覚－前回調査（平成22年）との比較】 

（１）平手でうつ 

 

 

 

 

 

（２）大声でどなる 

 

 

 

 

 

（３）外出などを制限する 

 

 

 

 

 

（４）交友関係や電話・メールを細かく監視する 

 

 

 

 

 

（５）何を言っても無視する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

64.4

57.1

29.3

37.2 4.0

2.8

1.7

3.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

30.9

22.4

51.6

59.1

13.8

16.2

3.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

39.7

30.3

39.3

46.4

12.5

17.7

8.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

45.3

40.1

34.5

38.3

11.5

15.2

8.6

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

42.6

37.1

35.4

42.4

13.3

14.5

8.7

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う
暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う
暴力にあたるとは思わない
わからない

平成 27 年 

平成 27 年 

平成 27 年 

平成 27 年 

平成 27 年 

平成 22 年 

平成 22 年 

平成 22 年 

平成 22 年 

平成 22 年 
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（６）相手の意に反して性的な行為を強要したり避妊に協力しない 

 

 

 

 

 

 

（７）なぐるふりをしておどす 

 

 

 

 

 

（８）「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」などと侮辱的なことを言う 

 

 

 

 

 

（９）生活費を十分に渡さない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成 27 年） 

 

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

64.9

61.5

23.5

28.7

3.7

4.5

7.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

57.8

53.8

30.9

36.3

5.6

6.7

5.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

62.6

58.1

27.6

33.5

4.8

5.4

4.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査 1,821

平成22年 1,892

57.1

52.4

29.0

35.3

6.9

7.4

6.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う
暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う
暴力にあたるとは思わない
わからない

平成 22 年 

平成 27 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

平成 27 年 

平成 22 年 
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③各相談機関の認知度 

 

       配偶者や交際相手から暴力を受けたときに、相談できる機関があることを知っている

かを聞いたところ、「知っている」が59.3％、「知らない」が40.1％となっています。 

 

【各相談機関の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成 27 年） 

 

 

上記の意識調査で「知っている」と回答した人に、知っている相談機関を調査したとこ

ろ、警察の次に多かった回答は、区市町村の相談窓口となっています。 

 

知っている相談機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東京都「男女平等参画に関する世論調査」（平成 27 年） 

N = 1,080 ％

警察

区市町村の相談窓口

都の相談窓口（東京ウィメン
ズプラザや東京都女性相談
センター）

弁護士

民間シェルター

法テラス（日本司法支援セン
ター）

その他

無回答 0.5

1.2

16.4

26.2

36.1

53.2

56.8

68.3

0 10 20 30 40 50 60 70

知らない
40.1%

無回答
0.5%

知っている
59.3%
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18～19歳（N=233)

20～24歳（N=750)

25～29歳（N=1,017)

④交際相手からの暴力（デートＤＶ）の認知度 

 

  「言葉も、その内容も知っている」人は 56.9％と高く、「言葉は知っているが、内容

はよく知らない」人の 27.5％、「言葉も、その内容も知らない」人の 6.4％を大きく上

回っています。 

 

【交際相手からの暴力（デートＤＶ）の認知度】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東京都「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」（平成25年2月） 

 

 

年齢別でみると、「学校で、話を聞いたことがある（授業、講話、講義など）」 は、

年齢が低いほどその割合が高い一方で、「特にない」は、年齢が高くなるほどその割合が

高くなっています。 

 

【交際相手からの暴力（デートＤＶ）についての学習機会（複数回答）［年齢別］】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東京都「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」（平成25年2月） 

N =

全体 2,000

言葉も、その内容も
知っている

1,303

言葉は知っているが、
内容はよく知らない

353

言葉も、その内容も知
らない

344

43.1

56.9

27.5

6.4

57.0

43.1

72.5

93.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

％

学校で話を聞いたことがある
（授業、講話、講義など）

学校以外で、話を聞いたこと
がある（セミナー、講演会な
ど）

デートDVに関する書物などを
読んだことがある

その他

特にない

28.7

18.0

6.8

7.3

51.5

14.0

14.8

8.1

7.6

64.1

41.2

12.0

7.7

8.6

43.3

0 20 40 60 80
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⑤交際相手からの暴力（デートＤＶ）の認識 

 

学習機会の有無別でみると、「どんな場合でも暴力に当たる」は、全ての項目で学習機

会があった人が学習機会がなかった人を上回っています。 

 
【交際相手からの行為における暴力としての認識/学習機会の有無別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
資料：東京都「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」（平成25年2月） 

 

 

 

学習機会あり(N = 861)

殴ったり、蹴ったりする

物を投げつける

殴るふりをして、脅す

嫌がっているのに性的な行為を
強要する

見たくないのに、ポルノビデオ
やポルノ雑誌を見せる

何を言っても長時間無視し続け
る

人と会うことや外出などの行為
を制限する

交友関係や電話・メールを細か
くチェックする

デート費用を無理やり払わせた
り、お金をせびる

大声でどなったり、ばかにした
り、傷つく言葉を言う

89.7

78.5

73.5

87.3

69.9

51.1

57.4

49.1

64.5

77.9

9.6

20.9

24.4

11.3

24.9

38.9

33.3

38.1

26.8

20.6

10.0

9.3

12.8

8.7

0.7

0.6

5.2

1.5

2.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習機会なし(N = 1,139)

86.0

76.3

69.2

82.0

61.4

44.1

46.3

40.3

55.2

72.8

12.6

21.9

27.6

15.9

30.1

42.2

41.3

41.6

33.9

24.0

8.5

13.7

12.5

18.1

10.9

3.2

1.8

1.5

3.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力に当たる
暴力に当たる場合も、そうでない場合もある
暴力に当たらない
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⑦デートＤＶ被害の相談の有無と相談先（年齢別） 

 

     デートＤＶ被害を受けたことがある人に、その時どこかに相談したか聞いたところ、相

談した人は５割弱で、相談先は、「友人・知人」が最も多く、次いで「家族や親戚」とな

っています。 

【相談の有無と相談先（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東京都「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」（平成25年2月） 

18～19歳（N=34)

20～24歳（N=148)

25～29歳（N=333)

％

友人・知人

家族や親戚

職場・アルバイト先の関係者
（上司など）

区市町村の相談窓口

インターネット（掲示板や相談
コーナーなど）

配偶者暴力支援センター（東京
ウィメンズプラザ、東京都女性相
談センター）

学校関係者（教員、養護教
員、スクールカウンセラーな
ど）

医療関係者（医師、看護師な
ど）

警察

民間の専門家や相談機関（弁護
士、カウンセラー、民間シェル
ターなど）

その他

どこ（誰）にも相談しなかった

52.9

37.8

8.1

2.7

2.7

1.4

2.7

2.0

0.7

1.4

1.4

57.4

10.5

3.9

1.5

1.5

0.9

1.2

1.5

0.9

0.6

54.1

0.0

0.0

41.2

5.9

0.0

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

39.0

0.0

0 20 40 60 80
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⑧ ストーカー行為等相談受理状況 

 

ストーカー行為等に係る相談件数の推移をみると、年々増加傾向にあり、平成 27 年で

1,957 件となっています。 

 

【ストーカー行為等に係る相談件数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：ストーカー事案の概況（警視庁） 

1,4661,437

993

2,204
1,957

0

1,000

2,000

3,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

(件)
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（３） ひとり親家庭を取り巻く環境 

 

①ひとり親世帯数（児童育成手当受給世帯数） 

 

本区の児童育成手当※1受給世帯数は 7,521 世帯（平成 27 年度末現在）で、全体の 94.8%

が母子世帯です。 

【江戸川区の児童育成手当受給世帯数】 

児童育成手当受給世帯数 

（江戸川区） 

平成 27 年度末 

7,934 世帯 

母子世帯 父子世帯 

7,521 世帯 413 世帯 

 
※1 離婚・死亡・遺棄などの理由で、父親もしくは母親と生計を同じくしていない父子・母子世

帯等の児童の福祉の増進を図るために設けられた手当 
資料：江戸川区データ（平成 28 年 3 月末） 

 

 

   ②ひとり親家庭の就労状況 
 

    ひとり親家庭のうち、母子世帯の親の就労者の47.4%はパート・アルバイトで、平均

年間就労収入は父子世帯の半分となっています。 

 

【ひとり親家庭の主要統計データ（平成23年全国母子世帯等調査の概要）】 
 

母子世帯…父のいない児童（満20歳未満の子どもであって、未婚のもの）がその母によって養育されて

いる世帯。調査時点における母子世帯の母の平均年齢は 39.7 歳、末子の平均年齢は10.7歳。 

父子世帯…母のいない児童がその父によって養育されている世帯。調査時点における父の平均年齢は 

44.7 歳、末子の平均年齢は12.3歳。 

 母子世帯 父子世帯 

１ 世帯数（推計値） 123.8 万世帯 22.3 万世帯 

２ ひとり親世帯になった理由 
離婚 80.8% 

死別 7.5% 

離婚 74.3% 

死別 16.8% 

３ 就業状況 80.6% 91.3% 

 

うち 正規職員・従業員 39.4% 67.2% 

うち 自営業 2.6% 15.6% 

うち パート・アルバイト 47.4% 8.0% 

４ 平均年間収入（母又は父自身の収入） 223 万円 380 万円 

５ 平均年間就労収入（母又は父自身の収入） 181 万円 360 万円 

６ 平均年間収入（同居親族を含む世帯全員の収入） 291 万円 455 万円 

（出典）平成 23 年度全国母子世帯等調査       

※「平成23年度全国母子世帯等調査」によると、母子世帯は123.8万世帯、父子世帯は22.3万世帯（推計値） 

※ 上記は、母子又は父子以外の同居者がいる世帯を含めた全体の母子世帯、父子世帯の数。母子のみにより構

成される母子世帯数は約76万世帯、父子のみにより構成される父子世帯数は約9万世帯。（平成22年国勢調査） 

※ 「平均年間収入」及び「平均年間就労収入」は、平成 22 年の 1 年間の収入。 

                          

資料：厚生労働省「ひとり親家庭の支援について」（平成 26 年 3 月） 
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  ③ひとり親世帯の抱える問題 

       
     ひとり親世帯の子どもの悩み事として、母子家庭・父子家庭ともに、「子どもの教育・

進学」の割合が5割を超えており、次に「しつけ」が高い割合となっています。 

 

【母子世帯の母が抱える子どもについての悩みの内訳（平成23年）】 

 教育・ 

進学 
しつけ 就 職 健 康 

非行・ 

交友関係 

食事・ 

栄養 

結 婚 

問 題 

衣服・ 

身の回り 
その他 

総 数 56.1 15.6 7.2 5.3 3.6 2.6 0.1 0.8 8.7 

0～4歳 15.0 45.1 0.8 14.3 - 6.0 0.8 1.5 16.5 

5～9歳 39.3 31.8 0.3 6.5 2.2 4.7 - 1.6 13.7 

10～14歳 71.7 10.0 0.8 3.6 5.6 1.6 - 0.4 6.2 

15歳以上 62.3 2.7 20.0 3.7 3.5 1.4 0.2 0.4 5.8 

 ※調査は子ども一人ごとの回答であり、表中の割合は「特に悩みはない」と不詳を除いた割合 

 

【父子世帯の父が抱える子どもについての悩みの内訳（平成23年）】 
 教育・ 

進学 
しつけ 就 職 健 康 

非行・ 

交友関係 

食事・ 

栄養 

結 婚 

問 題 

衣服・ 

身の回り 
その他 

総 数 51.8 16.5 9.3 6.0 2.9 6.7 - 3.1 3.8 

0～4歳 28.6 33.3 - 9.5 - 19.0 - 4.8 4.8 

5～9歳 43.2 25.7 - 9.5 1.4 9.5 - 5.4 5.4 

10～14歳 56.5 17.4 - 7.5 3.1 6.2 - 5.0 4.3 

15歳以上 54.0 9.2 23.9 2.5 3.7 4.3 - - 2.5 

 ※調査は子ども一人ごとの回答であり、表中の割合は「特に悩みはない」と不詳を除いた割合 
 

資料：厚生労働省「平成 23 年度全国母子世帯等調査結果報告」 
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（４） 困難を抱えた人たちの生活支援 

 

  本区の75歳以上の区民の17.1%はひとり暮らしです。また、ひとり暮らしの75歳以上の熟年

者のうち、72.5%は女性です。 

 

【平成27年度 ひとり暮らしの75歳以上の方の実態調査結果（江戸川区）】 

※Ｈ27年の調査時点での75歳以上の人口は63,869人 

※対象 住民基本台帳上、単身世帯になっている75歳以上の方（平成24年度までは70歳以上）を対象に、

民生・児童委員による個別訪問の聞き取り調査を行い、自宅にひとり暮らしで、同じ敷地内又は共同住

宅に親族がいない人をひとり暮らしとしています。 

                       
 資料：江戸川区社会福祉協議会「平成27年度 ひとり暮らし熟年者調査」 

 

 

    平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

ひとり暮らし人数（人） 13,673 14,547 9,973 10,198 10,928 

内訳 

（人） 

男 4,060 4,500 2,616 2,737 3,006 

女 9,613 10,047 7,357 7,461 7,922 

75歳以上区民人口のうち

ひとり暮らし（％） 
16.7 16.8 17.0 16.8 17.1 

緊急連絡先を確認できた

（％） 
89.5 89.3 93.8% 93.7% 91.5 

区内に親族がいる（％） 45.5 45.4 47.1 46.7 46.1 

区外に親族がいる（％） 46.5 46.7 47.3 47.5 47.3 



 

 



 

 

計画策定スケジュール 

 
平成28年 
７月 

８月 ９月 10月 11月 12月 
平成29年 
1月 

２月 ３月 

全体スケジュール          

男女共同参画 

推進区民会議 
         

男女共同参画推進 

計画策定検討会 

（庁内会議） 

         

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

8/26 
10時～ 

● 

第
１
回
区
民
会
議 

（
会
議
の
進
め
方
、 

 
 
 

重
点
目
標
に
沿
っ
て
議
論
①
） 

 

10/28 
10時～ 

● 

第
２
回
区
民
会
議 

（
重
点
目
標
に
沿
っ
て
議
論
②
） 

11/18 
14時～ 

● 

区
民
会
議
（
予
備
） 

 

1/20 
14時～ 

● 

第
３
回
区
民
会
議 

（
素
案
の
確
認
、
提
言
の
ま
と
め
）

 

◎ 

策
定
・
公
表 

区
民
か
ら
の
意
見
聴
取 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

  

素
案
の
検
討 

◎ 

第
１
回
策
定
検
討
会 

 
 

（
計
画
策
定
の
概
要
等
） 

 
 
 
 ・
現
行
計
画
の
事
業
評
価 

・
実
施
事
業
の
照
会 

・
各
意
見
の
検
討 

◎ 

第
２
回
策
定
検
討
会 

 
 

（
区
民
会
議
の
意
見
報
告
、 

区
民
意
見
の
報
告
、 

計
画
体
系
の
検
討
） 

◎ 

第
３
回
策
定
検
討
会 

 
 

（
素
案
の
検
討
） 

（各部調査） （各部調査） 8/3 
9時～ 

10/10～10/24 


